
新型コロナウイルス感染症 沖縄県緊急事態宣言

沖縄県では、４月上旬から日を経るごとに倍、さらに倍へと感染
者数が増加し１００名を超えました。さらに、感染経路が不明な事
例が増え、専門家からは市中感染の広がりも懸念されています。ま
た、死亡例が３例発生し重症例も増加するなど、医療のフェーズが
変わりつつあり、指定医療機関、協力医療機関以外の協力も必要な
状況となっております。まさに今が感染拡大を食い止める瀬戸際で
す。
このような状況の中、感染症対策の最前線で日夜ご尽力いただい

ている医療従事者の皆様に敬意を表するとともに、それを支えるご
家族の皆様にも感謝申し上げます。
また、県民の生活を支えるため働く保育所などの社会福祉施設、

生活に必要な食料品等の供給や生活インフラに関わる事業者の皆さ
まにも、深く感謝を申し上げます。

政府は、４月１６日、緊急事態宣言の区域を全都道府県に拡大す
るとともに、感染拡大防止策を重点的に進める地域として、１３都
道府県を「特定警戒都道府県」に指定しました。
離島県である沖縄県の現在の感染状況は、今回加えられた６道府

県と同様に厳しい状況を迎えており、「特定警戒都道府県」に本県
を追加するよう政府に求め、以下の対策をとってまいります。
・Ｎ９５マスク等、不足している医療資器材の優先的確保
・広域的応援を含めた本県医療提供体制への支援
・沖縄県におけるより一層の感染拡大防止策の推進

本県が、このような重大な局面にあることを、県民の皆さまに伝
え、県として感染拡大防止に全力で取り組むため、 「沖縄県緊急事
態宣言」を発出します。

１．医療提供体制について
○ 患者がさらに増加した場合に備えて重症者への医療を提供す
る体制を確保します。

○ 患者の重症度に応じて入院する医療機関や宿泊施設等を調整
していきます。

○ ＰＣＲ検査体制の拡充を図ります。
○ 医療資機材の確保に努めます。
○ 離島における医療提供体制の整備を図ります。
○ 逼迫した医療現場をつぶさないための対策に取り組みます。
○ 県民の皆様も医療現場で働く人を応援する気持ちを持ってく
ださい。

２．事業者の皆様へ
○ 「中小企業セーフティーネット資金」の融資枠増額や要件緩
和等により事業者への資金繰りを支援します。

○ 沖縄県独自による雇用調整助成金の上乗せ、相談窓口の設置
及び各地域の出張相談窓口による体制の充実を図ります。

○ 感染症拡大防止の観点から、飲食店等への緊急支援金の支給
を検討します。



○ 県内中小・小規模事業者等の事業継続及び雇用の維持から事
業全般に活用できる給付金の支給を検討し、雇用と事業と生活
を守り抜く取組を切れ目なく着実かつ迅速に講じてまいりま
す。

○ 持続して営業する場合は、勤務日数の制限・テレワークの実
施、会議時間の短縮、スーパー等店舗での混雑防止の入店コン
トロールなど、人と人の接触を抑える取り組みをしてください。

３．県民の皆様へ
○ 手洗いの励行やマスク着用等、個人でできる感染防止策を徹
底してください。

○ 生活の維持に必要な場合を除き、外出を自粛してください。
特に、人との距離が充分に取れない繁華街や会合・会食などは、
避けてください。

○ 県をまたぐ行き来をしないでください。
○ 離島における感染拡大を防ぐため、緊急の必要がある場合を
除き、本島と離島間、離島と離島間の移動はおやめください。

４．人と人との接触を８割減らすために・・・
これからゴールデンウィークの間の自覚と行動がとても大切で

す。

県民一人ひとりが、接触機会を８割減らす、すなわち、活動を
５分の１にすることにより、感染拡大を収束できると言われてい
ます。

みんなで未来を変えよう！沖縄５分の１アクション

を合い言葉に、県民総ぐるみで力を合わせ、この難局を乗り越え
ていきましょう。

例えば、
・リモートワークや分散出勤を進める。
・会議の参加人数や開催回数を極力減らす。
・生活必需品の買い出しなど、必要な外出でも、人数や回数を
減らす。

など、人数や回数を５分の１に減らしてください。

県民の皆様が力を合わせ、支えあうことが出来れば、新型コロナ
ウイルス感染症の流行は必ず押さえ込むことができます。新型コロ
ナをうつさない・うつらない、医療をつぶさない行動が極めて重要
です。

あなたとあなたの大切な人を守るため、皆様のご理解とご協力を
お願いします。
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